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役割について紹介する。日本の鉄道は、旅客及び貨物の大量輸送機関として JR と民鉄を合わせ 27，
000kmを越える路線ネットワークを構成し、列車乗務員や運行管理に係わる指令員と駅員、車両・施設・
電気等様々な分野の技術者が、相互に連携しながら安全・快適な輸送サービスを提供している。電気の
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技術者は、列車の衝突や脱線等を防ぎ安全な列車運行を確保する「信号保安」、業務や旅客サービスに
必要な情報を伝達する「通信」、電鉄変電所から送り出された電気を電車に供給するための「電車線」、
電力会社からの電気を鉄道事業で使うために変成する「変電」、信号保安設備・通信設備・自動改札機
等の駅務機器を始めとする諸設備に電気を供給する「配電」といった諸設備の維持・発展の業務を受け
持っている。最近では、先述のような少子高齢化や IT技術の進展・普及などから、運営者のための技
術から利用者・社会のための技術へと急速に変化しており、これまで言わば強者向けにできていた鉄道
を弱者向けに作り変えていくことが主流になりつつある。私たち鉄道技術者は、新幹線をその象徴とす
る高速化、混雑緩和や車両・駅の質的改善による快適性向上、直通運転などによる利便性向上、設備改
良による安全性向上など目覚しい成果を上げてきたが、これからの鉄道は事故による危険の排除といっ
た狭義の安全性を確保することから、安心して利用できる乗り物、分かり易く快適・確実な乗り物への
変化を求められている。鉄道技術者にとっては、鉄道自身の特性をより高めるだけでなく、社会に受け
入れられるコストでそれら社会の要請を実現することが重要で、とりわけ我々電気技術者がその中核的
役割を果たしていくことが強く求められている。IT技術を活用した的確な情報案内やお客様の安全性
確保など鉄道の運営方式や施工方法においても克服すべき多くの変革課題があり、我々鉄道電気技術者
がその牽引的役割を果たしていく必要がある。鉄道技術は長い間の経験工学の集大成であり、特に重要
な安全の技術は、これまでの失敗の蓄積によって成り立っているといっても過言ではない。蓄積された
技術や知識をしっかりと継承・発展させていくことも鉄道の持続的発展のために重要なことで、恒常的
に継承されていく仕組みをさらに整えていくことが必要である。
また、鉄道を進化させてきた技術革新は鉄道技術者だけの成果ではなく、各メーカーの要素技術や大
学の先端技術と知識の総合力により実現されてきたものでもある。大学は、技術者の育成以上に学問と
して体系的に集積されている様々な「技術知識」の提供という役割も大事ではないかと思う。企業の技
術者は、得てして自分の組織論理で物事を考えがちなところがあるが、大学や他業種からの視点と技術
知識が加わることでさらなる新しい価値を生み出し、より一層世の中に貢献ができるものと考えており、
社会の要請に応えていくためにもこれまで以上に産学の連携強化が大事である。我々電気技術者は産学
一体となって、将来を見通せない厳しさの中で我が国が持続的発展をしていく牽引者としての求められ
る役割と責務をしっかり果たしていかなければならないものと強く思いつつ、太陽光発電やクラウド、
ビッグデータといった新分野の技術に悩まされ毎日を過ごしている。
